
○引き続き取組を継続する。

○環境委員を環境リーダーとして育
てる。

○巡視などを通じて消灯確認などを
徹底する。

○７月にはＰＴＡ、９月には生徒
が中心になってコスモスロード
の整備を行った。

○環境委員も主力で設置したグ
リーンカーテンは、大々的に報
道され大きな反響があった。

○９月末現在、前年度比で電力
使用量は7.30%増、水道使用量
は12.24%増、ゴミ廃棄量は
23.72%減であった。
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評価項目

生
徒
会
活
動

○生徒会活動や部活動を通
じて、規範意識や自ら判断す
る力など生きる力を育成し、
地域に貢献できる人材の育
成を目指す。

○部活動を通して、生徒が切
磋琢磨する環境を整え、活気
ある学校づくりを推進する。

環

　

境

○学校祭後のアンケートは以下
のとおりだった。満足した70.2%
どちらでもない25.6%  満足しな
かった4.2% 。各種行事で生徒
会執行部は精力的に活動した。
○各部活動は活発に活動して
いる。４月からの部活動の継続
率は１０月１日現在９７．３％であ
る。

B

具体目標

○学校行事に積極的に取り組
む姿勢が低下している。

○進学・就職試験で部活動歴
を問われることも多い。

○生徒が自ら判断する力の育成を意
識しながら、生徒会執行部の自主性
を育てる。。

○部活動を通して、さらに活気ある学
校作りを推進する。

４ 地域貢献
活動の推進

人

権

○人権講演会は生徒に大きな
影響を与え、秋の人権教育ＬＨ
Ｒにつながる講演会となった。
○担任連絡会などを通じて情
報交換をした。また特別支援研
修会を実施し、教員の対応力の
向上を図った。
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中長期目標
（学校ビジョン）

評価 改善方策

鳥取県立米子高等学校

具体項目現状 具体方策 経過・達成状況

生徒の能力と個性の伸張をはかりながら、基礎学力の育成と基本的生活習
慣の確立に努め、地域に信頼され地域に貢献する人材を育成する。

今年度の
重点目標

１　基礎的な学力の保障
２  進路実現のための進路指導体制の充実
３　基本的生活習慣の確立
４　地域貢献活動の推進
５  国際交流活動および国際理解教育の充実

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　　　　　[８０％以上]　　　[６０％程度]　 　[４０％程度]　　　[２０％以下]

○韓国へ１０名の派遣、韓
国からも１０名受け入れを
目指す。

○韓国留学経験者の話を聞く機会を何度か設
け、韓国への興味関心を高める。
○ハングル選択者に機会を見つけ留学を勧め
る。
○ホームステイの受け入れ家庭を幅広く募る。

○韓国からの留学生のホームス
テイ受け入れ家庭やアメリカへ
の短期留学を様々な機会を通
して募集した。

B

○韓国からの留学生のホームステイ
受け入れ家庭を確保する。特に研修
旅行を経験した２年次生の家庭に、
積極的な受け入れを依頼をする。

５ 国際交流
活動および国
際理解教育の

充実

○TEASや部活動における地域貢献活動
を推進し、本校に対する理解浸透を図る。

○グリーンカーテンの設置に取り組む。

○学校が一体となって節電・節水・ゴミの
分別に取り組み、リサイクルの意識を高め
る。

○教室の美化に努め、落ち着いて学習で
きる環境を整える。

B

○生徒会主催行事後のア
ンケートで満足度８０％以
上を目指す。

○年間を通して部活加入
率８０％以上を目指す。

○朝の挨拶運動を継続する。
○全校生徒の見本となる執行部を育て
る。
○定期的な執行部会を開き、リーダーとし
ての自覚を高める。

○キャリア教育の観点からも部活動への
加入を様々な機会を通して呼びかける。

国
際
交
流

○ＰＴＡと生徒会が一体となって
通学路等の清掃奉仕活動を行
い、地域貢献の意識も高まって
きている。

○TEASを更新し、節電・節水の
意識も浸透してきている。

○ＰＴＡ活動と生徒会活動を
タイアップさせて地域美化を
すすめる。

○循環型社会にも適応でき
る環境に配慮した学校作りを
進める。

○日常の清掃活動を更に充
実させる。

○生徒の地元への愛着が
深まるような活動を組織
し、参加人数を増やす。

○環境委員などの研修を
通じて生徒の中に環境
リーダーを育成する。

○前年度電力使用量に対
して１％削減、前年度上水
道使用量に対して8.2％削
減、前年度ゴミ廃棄量に対
して15.4％削減を目指す。

情
報
発
信

○人権教育全体計画に則り、学
校生活全体を通じて取り組んで
いる。

○様々な課題を持った生徒が
いる。

○学校生活全体を通じて人
権感覚をはぐくむ。

○個別具体的な課題に対応
できるよう研修等を活用す
る。

○生徒が主体的に考え、
周囲に配慮して行動できる
ように促していく。
○相談部・特別支援担当・
保健部と連絡を取りながら
様々な課題を抱える生徒
へ対応する。

○メールサービスに加入されて
いない保護者も中にはおり、連
絡が届かない場合もある。

○メールサービスの加入率の
向上。

○メールサービス・ホーム
ページをからの情報発信の
回数を増やす。

○隔年でｱﾒﾘｶ・韓国の姉妹校
と短期留学生を交換している。
昨年度韓国へ派遣４名･ｱﾒﾘｶへ
6名、受け入れ韓国から７名･ｱﾒ
ﾘｶから４名であった。

○釜山デザイン高校と交換
する短期留学生の数を増や
す。

○自尊感情を育て、他人の人権も尊重で
きるようＬＨＲ等を活用する。

○出来るだけ多くの職員が研修を活用で
きるよう工夫する。

評価基準　　A：十分達成　　B：概ね達成　　C：まだ不十分　　Ｄ：目標・方策の見直し

○ﾒｰﾙｻｰﾋﾞｽでの情報発信を頻繁
にしているが、利用している分掌に
偏りがある。。
○ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ変更時の再登録のた
め、登録手順の文書を改訂した
が、最初から登録自体をしていない
保護者もある。

B

○合格者登校日やＬＨＲで生徒にも登録
を促す。
○メールアドレスを変更した場合に、再登
録することを忘れる保護者も多い。登録手
順の文書を工夫する。

○今年度は生徒への登録
も促す。
○メールアドレス変更の際
の、メールサービスへの再
登録の意識を促す。

○保護者への文書配布時はメール
サービスをするよう各分掌に徹底す
る。

○保護者会の時に、登録手順の文
書を再配布する。

○人権教育公開ＬＨＲに多くの保護者の
参加を促す。
○人権公開LHRを学年で日程を分散さ
せ、教職員が他学年の実践から学ぶ機
会を設け研修できるようにする。
○引き続き様々な機会を捉えて各部署と
連携し、課題を抱える生徒へ対応する。

B


